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必
要
で
あ
る
。

分
析
に
用
い
た
主
な
史
料
は
、
⑦
函
Ｃ
耐
。
シ
勺
詞
向
○
○
罰
□
い
の

《
一
国
三
房
国
の
巴
号
四
目
弓
農
冑
の
罰
①
８
ａ
の
ど
（
一
九
四
五
年
七
月
二
八

日
よ
り
一
九
五
一
年
八
月
八
日
ま
で
）
、
「
看
護
学
雑
誌
」
、
「
看
護
」
、
《
《
弓
馬

盲
冒
の
函
○
房
曰
、
Ｚ
員
の
①
の
ど
巨
昌
目
①
旨
樹
間
旨
の
葛
、
聞
き
取
り
調

査
田
３
ぐ
閏
ゞ
Ｐ
ｂ
．
、
金
子
光
、
平
井
雅
恵
、
大
嶽
康
子
、
高
橋
シ
ュ
ン
、
岡

田
菊
江
、
滝
澤
稔
子
他
）
、
書
簡
（
○
こ
め
。
。
》
く
・
旨
．
、
榊
秀
子
他
）
で
あ
る
。

一
、
オ
ル
ト
の
看
護
思
想
形
成
に
影
響
し
た
要
因

オ
ル
ト
が
看
護
教
育
を
受
け
た
時
期
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
一
九

一
一
七
年
の
全
国
看
護
教
育
連
盟
の
勧
告
に
基
づ
く
看
護
教
育
の
改
革
が

行
わ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
オ
ル
ト
は
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
看
護

学
校
を
卒
業
後
、
大
学
に
お
い
て
公
衆
衛
生
学
を
修
め
て
お
り
、
当
時

と
し
て
は
高
レ
ベ
ル
と
言
え
る
教
育
を
受
け
て
い
た
。
オ
ル
ト
は
、
メ

ソ
デ
ィ
ス
ト
派
教
会
の
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
と
し
て
ア
ジ
ア
に
お
け
る
看

護
改
革
や
看
護
教
育
に
意
欲
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、
第
二
次
世
界
大

戦
前
、
日
本
の
支
配
下
に
あ
っ
た
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
看
護
職
に
従
事

し
た
経
歴
が
あ
り
、
当
時
の
聖
路
加
国
際
病
院
看
護
婦
た
ち
と
の
交
流

も
あ
っ
た
。

二
、
オ
ル
ト
の
看
護
思
想

オ
ル
ト
の
看
護
思
想
に
は
「
看
護
は
芸
術
で
あ
り
、
科
学
で
あ
り
、

専
門
職
業
で
あ
る
」
と
い
う
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
看
護
思
想
、
ゴ
ー
ル

ド
マ
ー
ク
報
告
、
フ
レ
ッ
ク
ス
ナ
ー
の
専
門
職
の
基
準
が
影
響
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
オ
ル
ト
は
ア
メ
リ
カ
看
護
の
発
達
過
程
が

日
本
の
看
護
政
策
の
モ
デ
ル
と
し
て
適
切
と
考
え
て
い
た
可
能
性
が
あ

舘
野
正
美
・
大
山
昌
道

い
わ
ゆ
る
〃
道
家
・
道
教
思
想
″
の
思
想
は
、
中
国
古
代
の
思
想
家

で
あ
る
老
子
や
荘
子
ら
に
由
来
す
る
哲
学
思
想
と
、
こ
れ
又
中
国
古
代

に
淵
源
す
る
と
こ
ろ
の
中
国
の
民
間
宗
教
と
が
、
あ
る
い
は
単
独
に
、

あ
る
い
は
両
者
相
俟
っ
て
織
り
な
す
と
こ
ろ
の
、
中
国
思
想
に
お
け
る

一
大
潮
流
で
あ
る
。
か
た
や
吉
益
東
洞
の
医
学
思
想
に
お
け
る
中
国
古

代
思
想
の
影
響
は
、
既
に
先
達
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
又
拙
槁
に
よ
っ
て
、

い
さ
さ
か
こ
れ
を
概
観
さ
れ
来
た
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
更
に
詳
細
に

亘
る
分
析
は
、
未
だ
多
く
を
見
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で

以
下
に
お
い
て
、
ま
ず
道
家
・
道
教
思
想
に
対
す
る
東
洞
の
発
言
を
概

観
し
、
次
い
で
彼
の
医
学
思
想
と
道
家
・
道
教
思
想
と
を
対
比
し
て
、

そ
の
内
容
を
比
較
検
討
し
、
以
て
彼
の
医
学
思
想
の
特
質
の
一
端
を
明

ら
か
に
し
て
み
た
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

ブ
（
〕
○

三
、
オ
ル
ト
の
看
護
思
想
と
看
護
政
策
と
の
関
係

オ
ル
ト
の
看
護
思
想
は
看
護
教
育
審
議
会
に
反
映
さ
れ
、
政
策
化
さ

れ
た
。
免
許
制
度
の
改
善
、
看
護
教
育
制
度
の
改
善
、
再
教
育
コ
ー
ス
、

看
護
の
職
業
団
体
の
組
織
化
、
厚
生
省
看
護
課
の
設
置
な
ど
の
看
護
政

策
は
、
看
護
の
水
準
を
上
げ
看
護
職
を
専
門
職
に
す
る
こ
と
を
目
指
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。

（
平
成
十
二
年
五
月
例
会
）

吉
益
東
洞
と
道
家
・
道
教
思
想
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い
わ
ゆ
る
道
家
・
道
教
の
思
想
に
つ
い
て
、
東
洞
は
、
最
も
基
本
的

に
は
、
い
わ
ゆ
る
〃
隠
遁
・
隠
棲
″
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
こ
と

が
窺
わ
れ
る
が
、
更
に
言
え
ば
、
そ
れ
は
、
葛
洪
や
陶
弘
景
等
と
い
っ

た
学
者
た
ち
の
〈
養
性
の
説
〉
〈
神
仙
養
性
の
説
〉
で
あ
り
、
更
に
具
体

的
に
は
、
山
中
に
隠
棲
し
て
〈
草
根
木
皮
〉
を
食
し
、
〈
補
気
養
生
〉
し

て
〈
延
命
長
寿
〉
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
よ

う
に
考
え
ら
れ
る
。

と
は
い
え
、
更
に
付
言
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
道
家
・
道
教
の
思
想

す
た

の
影
響
を
受
け
て
、
本
来
あ
る
べ
き
〈
疾
医
の
道
〉
Ⅱ
〈
医
道
〉
が
廃
れ

て
し
ま
っ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
道
家
・
道
教
の
思
想
は
、

か
の
陰
陽
五
行
説
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
、
東
洞
の
意
識
に
お
い
て
、

決
し
て
好
感
を
以
て
迎
え
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
果
た
し

て
更
に
、仙
家
医
は
気
を
煉
、
或
は
煉
丹
を
服
し
、
人
を
し
て
造
化
に
ひ
と

し
く
せ
ん
事
を
学
ぶ
ゆ
へ
、
行
ふ
人
す
ぐ
な
く
害
も
亦
す
ぐ
な

し
。
葛
洪
陶
弘
景
孫
思
迩
等
是
な
り
。
二
医
事
或
問
」
、
巻
上
）

と
言
わ
れ
る
の
も
、
彼
の
右
の
よ
う
な
考
え
方
を
敷
術
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
が
、
続
け
て
、

夫
疾
医
は
万
病
唯
一
毒
と
い
ふ
事
を
疑
な
く
会
得
し
、
此
薬
方
に

て
此
病
毒
解
す
る
と
い
ふ
事
を
心
に
覚
る
ゆ
へ
、
病
治
せ
ざ
る
な

し
。
（
同
前
）

と
、
彼
の
〈
万
病
一
毒
〉
の
理
、
延
い
て
は
そ
の
〈
医
道
〉
の
真
髄
を

〈
会
得
〉
し
、
〈
心
に
覚
〉
え
る
ｌ
体
現
・
体
認
す
る
’
こ
と
を
主

張
す
る
の
は
、
果
た
し
て
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
こ
そ
彼
が
繰
り
返
し
、
口
を
極
め
て
否
定
し
た
道
家
・
道
教
思

想
の
、
哲
学
的
な
意
味
で
の
最
も
根
幹
を
な
す
思
惟
に
外
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
こ
の
よ
う
な
〈
医
道
〉
の
〈
会
得
〉
と
い

う
考
え
方
は
、
か
の
こ
と
ば
に
な
ら
な
い
我
が
身
の
真
実
を
〈
道
〉
と

い
う
語
彙
に
よ
っ
て
表
象
し
、
そ
の
真
髄
の
理
解
を
修
行
と
し
て
の

〈
無
為
〉
の
実
践
を
通
じ
て
〈
道
〉
の
体
得
・
体
現
と
し
て
主
張
し
た
老

子
や
荘
子
、
延
い
て
は
、
そ
の
流
れ
を
汲
む
道
家
・
道
教
の
思
想
の
、

正
に
中
核
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
東
洞
は
、
一
方
に
お
い
て
、
道
家
・
道
教
の
思
想
を
、

単
に
不
老
長
寿
を
追
求
す
る
〈
神
仙
養
性
の
説
〉
で
あ
る
と
捉
え
て
、

そ
の
限
り
に
お
い
て
、
自
分
に
は
縁
な
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
た

が
、
そ
の
実
、
一
方
に
お
い
て
、
彼
の
い
わ
ゆ
る
〈
親
試
実
験
〉
を
通

じ
て
〈
心
に
覚
〉
え
、
こ
れ
を
〈
自
得
〉
す
る
こ
と
を
旨
と
す
る
彼
の

〈
医
道
〉
の
考
え
方
は
、
こ
れ
又
歴
然
と
し
て
道
家
・
道
教
の
思
想
の
哲

学
的
な
本
質
に
符
合
す
る
の
で
あ
っ
た
。
東
洞
こ
そ
実
際
の
と
こ
ろ
、

正
に
老
子
や
荘
子
ら
の
い
わ
ゆ
る
〈
道
〉
の
体
現
者
だ
っ
た
、
と
言
え

る
と
思
う
の
で
あ
る
。

以
上
を
要
す
る
に
、
東
洞
は
、
道
家
・
道
教
の
思
想
を
〈
延
命
長
寿
〉

を
目
指
し
て
〈
逐
世
す
る
〉
〈
神
仙
養
性
の
説
〉
で
あ
る
と
捉
え
、
畢
寛
、

〈
医
道
の
浬
晦
〉
を
召
く
も
の
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
た
。
東
洞
の
こ
の

よ
う
な
考
え
方
は
、
決
し
て
見
当
外
れ
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、

道
家
・
道
教
の
思
想
の
特
徴
的
な
一
面
を
、
よ
く
捉
え
た
も
の
で
は
あ

っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
更
に
深
く
哲
学
的
に
道
家
・

道
教
の
思
想
の
本
質
に
鑑
み
る
に
、
東
洞
の
〈
体
認
自
得
〉
・
〈
黙
し
て
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蒲
原
宏

明
治
七
年
十
一
月
二
十
六
日
に
来
日
し
、
明
治
九
年
十
二
月
一
日
に

離
日
し
た
東
京
医
学
校
お
雇
い
外
国
人
医
学
教
師
ヴ
ェ
ル
ニ
ッ
ヒ
に
つ

い
て
は
そ
の
生
涯
と
学
問
的
業
績
に
つ
い
て
断
片
的
な
記
載
は
あ
る

が
、
系
統
的
な
調
査
は
欠
け
て
い
た
。

ヴ
ェ
ル
ニ
ッ
ヒ
は
一
八
四
三
年
七
月
一
五
日
、
プ
ロ
シ
ア
・
エ
ル
ビ

ン
グ
（
現
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
エ
ル
ブ
ラ
ー
グ
）
に
生
ま
れ
、
ケ
ー
ニ
ッ

ヒ
ス
ベ
ル
グ
（
現
・
ロ
シ
ア
領
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
）
の
大
学
で
医

学
生
と
な
り
、
以
後
プ
ラ
ハ
、
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
学

之
を
知
る
〉
と
言
わ
れ
た
く
医
道
〉
の
考
え
方
こ
そ
、
実
は
、
〈
之
を
視

れ
ど
も
見
え
ず
、
名
づ
け
て
夷
と
日
う
。
．
：
…
〉
二
老
子
」
、
第
十
四
章
）

い

と
言
わ
れ
、
遂
に
〈
道
の
道
う
べ
き
は
常
の
道
に
非
ず
・
〉
二
老
子
」
、
第

一
章
）
と
言
わ
れ
た
老
子
の
、
延
い
て
は
、
道
家
・
道
教
思
想
の
根
底
を

な
す
と
こ
ろ
の
〈
道
〉
の
哲
学
的
思
惟
に
連
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
東
洞
の
医
学
思
想
を
哲
学
的
に
い
さ
さ
か
踏
み
込
ん
で

追
究
し
て
み
る
な
ら
ば
、
彼
こ
そ
正
に
伝
統
的
な
く
道
〉
の
体
現
者
の

一
人
で
あ
っ
た
、
と
言
え
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
平
成
十
二
年
六
月
例
会
）

お
雇
い
外
国
人
医
学
教
師
ヴ
ェ
ル
ニ
ッ
ヒ
（
ど
胃
の
ｎ
頁

Ｆ
且
君
侭
陸
晦
四
号
①
冒
毒
胃
昌
島
屍
畠
ｌ
畠
恵
）
の
生
涯
と

業
績

び
一
八
六
八
年
に
医
師
試
験
に
合
格
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
病
院
の
助
手
、
普

仏
戦
争
の
軍
医
体
験
を
へ
て
、
一
八
七
二
年
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
教
授
資

格
を
得
、
一
八
七
四
年
来
日
し
た
の
で
あ
る
。

一
八
七
八
年
に
帰
国
、
再
び
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
四
ヵ
年
間
防
疫
学
、

医
史
学
を
研
究
し
、
一
八
八
○
年
か
ら
公
衆
衛
生
の
現
場
で
活
躍
す
る
。

一
八
八
一
年
ベ
ル
リ
ン
地
区
公
衆
衛
生
官
、
一
八
八
四
年
ケ
ス
リ
ン
地

方
衛
生
部
長
、
一
八
九
一
年
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
衛
生
局
長
、
一
八
九
二

年
の
ベ
ル
リ
ン
で
の
コ
レ
ラ
防
疫
の
指
揮
を
と
り
、
ド
イ
ツ
国
内
の
公

衆
衛
生
関
係
団
体
の
多
く
の
要
職
を
兼
任
し
た
が
、
一
八
九
六
年
五
月

一
九
日
糖
尿
病
の
た
め
五
三
歳
で
病
没
し
た
。
前
任
者
ミ
ュ
レ
ル
と
決

闘
を
し
、
在
日
中
の
在
日
ド
イ
ツ
人
た
ち
か
ら
の
評
価
は
低
い
。

し
か
し
、
東
京
医
学
校
で
の
講
義
内
容
は
内
科
・
婦
人
科
（
三
宅
秀

通
訳
・
長
谷
川
元
良
筆
記
）
と
も
濃
い
内
容
で
あ
っ
た
。

二
ヵ
年
の
滞
在
中
に
収
集
し
た
資
料
に
よ
る
著
作
・
論
文
は
次
の
十

四
篇
に
も
及
ん
で
い
る
。

ご
尿
四
戸
穴
①
巳
開
口
用
（
昴
晟
）

ご
尻
一
ヨ
厨
ｎ
ヶ
①
口
昌
①
『
の
屋
、
す
こ
ご
胸
の
己
毎
ウ
角
呂
①
盲
己
画
昌
の
ｏ
面
①
く
胃
‐

一
里
騨
Ｑ
四
国
①
ユ
‐
国
①
己
尻
吊
四
己
合
①
耳
（
鹿
司
）

巴
ロ
①
ウ
①
Ｒ
国
①
、
穴
①
己
巨
．
同
国
普
冒
巨
匡
ご
ｍ
ゆ
く
閏
ゴ
巴
日
耐
の
①
○
ｍ
国
曾
胃
』
の
‐

の
ご
関
く
皇
穴
四
日
寓
己
の
目
○
コ
皆
目
言
５
口
①
ロ
（
勗
弓
）

ｅ
ご
①
ず
閏
の
自
侭
①
甸
○
民
ョ
①
ご
口
角
く
○
①
印
興
の
ｓ
昌
冒
胆
の
ロ
ウ
囚
・
臼

］
四
℃
四
国
①
局
（
』
、
『
③
）

巴
ご
号
囚
具
司
○
耳
の
、
言
旨
①
１
．
冒
○
号
目
ｇ
言
の
島
の
ヨ
言
盲
目
。

（
』
、
司
切
ｌ
「
の
）


